
いわみ

議会だより

No.128
平成28年８月１日発行

発行/岩美町議会　編集/岩美町議会だより調査特別委員会　〒681-0003 鳥取県岩美郡岩美町大字浦富675-1
TEL 0857-73-1612　FAX 0857-73-1569　メールアドレス gikai@iwami.gr.jp　ホームページ http://www.iwami.gr.jp/

やっとぼくの番　カブト早くほしいな…
（7月18日道の駅「きなんせ岩美」
1周年記念イベント『バルーンアート』）6月定例会

2 鳥取クレー射撃場が８月下旬に供用開始
4 一般質問　３議員が町政を質

ただ
す

7 �ありのままに、わかりやすく、住民とともに�
～『いわみ議会だより』の充実をめざして～

8 �道の駅「きなんせ岩美」で�
買い物されたみなさんに聞きました



　

４
月
の
熊
本
地
方
を
震

源
と
す
る
地
震
に
よ
り
、

熊
本
県
内
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
対

し
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一

日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

岩
美
町
議
会
は
、
５
月

２
日
に
、
日
本
赤
十
字
社

鳥
取
県
支
部
を
通
じ
て
義

援
金
20
万
円
を
お
送
り
し

ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
を
、
６
月
１６
日
、
１７
日
の
２
日
間
の
会

期
で
開
き
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、

追
加
３
議
案
を
含
む
６
議
案
は
、
す
べ
て
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
意
見
書
２
件
を
可
決

し
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
概
要

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
出
の
主
な
も
の

　

２
２
２
１
万
円
を
増
額
し

て
、
予
算
総
額
を
６２
億
２
７

２
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

漁
港
災
害
復
旧
事
業
費

１
０
０
０
万
円

　

２８
年
１
月
２０
日
に
高
波
に

よ
り
被
災
し
た
東
漁
港
の
物

揚
場
を
復
旧
す
る
。

企
業
立
地
促
進
補
助
金

１
０
０
０
万
円

　

㈱
フ
ジ
電
機
が
新
た
に
投

資
す
る
電
子
部
品
実
装
設
備

５
０
０
０
万
円
の
１０
パ
ー
セ

ン
ト
と
、
そ
れ
に
伴
う
町
民

の
新
規
雇
用
人
件
費
の
う
ち

１０
人
分
５
０
０
万
円
を
助
成

す
る
。

鳥
取
ク
レ
ー
射
撃
場
の

運
営
を
鳥
取
市
に
委
託

町
営
清
掃
工
場
跡
地
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
建
設
工

事
の
請
負
契
約
の
締
結

　

鳥
獣
被
害
が
拡
大
し
て
い

る
が
、
有
害
鳥
獣
を
駆
除
す

る
銃
猟
者
の
減
少
、
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
県
東
部
に
射
撃
場

が
な
く
、
銃
猟
者
は
主
に
県

外
で
練
習
し
て
い
る
。

　

東
部
１
市
４
町
が
共
同
整

備
す
る
鳥
取
ク
レ
ー
射
撃
場

の
管
理
運
営
を
、
鳥
取
市
に

委
託
し
、
銃
猟
者
の
育
成
確

保
と
銃
器
の
取
扱
い
や
射
撃

の
技
術
向
上
を
図
る
。

　

清
掃
工
場
の
解
体
跡
地
に
、

資
源
ご
み
な
ど
の
貯
留
、
分

別
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す

る
た
め
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

を
建
設
す
る
。

請
負
者�

㈱
田
中
組

請
負
代
金
額

８
８
９
９
万
円

完
成
期
限

２９
年
１
月
３１
日

熊
本
に
義
援
金
を

送
り
ま
し
た

鳥取クレー射撃場が８月下旬に供用開始
―　有害鳥獣を駆除する銃猟者を育成　―

クレー射撃場

義
援
金
を
お
届
け
す
る

船
木
議
長

※千葉県富里市提供
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国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　

今
年
の
国
保
税
の
税
率
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

国
か
ら
の
支
援
金
増
額

分
を
保
険
料
引
き
下
げ
に
活

用
す
べ
き
だ
。

　

将
来
、
保
険
税
が
高
騰

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
長

期
の
安
定
的
な
運
営
を
考
え

て
、
保
険
税
率
を
設
定
し
て

い
る
。

２７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
専
決
処
分
）

　

地
方
交
付
税
１
億
１
２
９

１
万
円
の
増
額
な
ど
に
よ

り
、
予
算
総
額
を
７０
億
５
１

７
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

田
川　

幸
治
（
陸　

上
）

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
を
決
め
ま
し
た
。

吉
村
真
知
子
（
延
興
寺
）

（
敬
称
略
）

２８ 年５月臨時会提出議案の結果と議員の賛否の状況
提
出
者

審
議
結
果

議　　案　　名
寺
垣
智
章

杉
村　

宏

宮
本
純
一

川
口
耕
司

田
中
伸
吾

松
井
俊
明

澤　

治
樹

日
出
嶋
香
代
子

芝
岡
み
ど
り

田
中
克
美

柳　

正
敏

船
木
祥
一

町長 承認 27年度一般会計補正予算(第７号)の専決処分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
町長 承認 27年度集落排水処理事業特別会計補正予算(第２号)の専決処分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
町長 承認 27年度水道事業会計補正予算(第２号)の専決処分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
町長 承認 税条例等の一部改正の専決処分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
町長 承認 国民健康保険税条例の一部改正の専決処分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
町長 可決 国民健康保険税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ －

２８年６月定例会提出議案の結果と議員の賛否の状況
提
出
者

審
議
結
果

議　　案　　名
寺
垣
智
章

杉
村　

宏

宮
本
純
一

川
口
耕
司

田
中
伸
吾

松
井
俊
明

澤　

治
樹

日
出
嶋
香
代
子

芝
岡
み
ど
り

田
中
克
美

柳　

正
敏

船
木
祥
一

町長 可決 鳥取市と岩美町との鳥取クレー射撃場の運営に関する事務の委託に関
する規約の締結に関する協議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

町長 可決 損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
町長 可決 28年度一般会計補正予算(第１号) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
町長 同意 固定資産評価審査委員会委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
町長 可決 町営清掃工場解体跡地ストックヤード建設工事の請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
町長 同意 人権擁護委員候補者の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議員 可決 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるため
の、2017年度政府予算に係る意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議員 可決 地方財政の充実・強化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
○は賛成・×は反対・退は退席・欠は欠席　※船木議長は本会議の採決に加わらない。

件　　　　　　名 結果 賛否の状況
軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、その危険性や予後の相談の出
来る窓口などの設置を求める陳情
提出者：大阪府東大阪市六万寺町３－１２－３３
軽度外傷性脳損傷仲間の会　代表　藤本　久美子

趣旨採択 全会一致

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、
２０１７年度政府予算に係る意見書採択の陳情書
提出者：鳥取市大榎町７－１教育会館
鳥取県教職員組合　東部支部長　橋本　智洋　ほか

採択
(意見書提出) 全会一致

地方財政の充実・強化を求める陳情
提出者：鳥取市南町５０５番地
自治労鳥取県本部　実行委員長　西村　裕生　ほか

採択
(意見書提出) 全会一致

保育士の処遇改善並びに職員配置基準の引き上げの緊急対応と財源確保を求
める陳情書
提出者：鳥取県東伯郡湯梨浜町泊７１１
鳥取の保育を考える会　会長　石井　由加利

趣旨採択 全会一致

人

事

5
月
27
日
臨
時
会

請願・陳情審査結果
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田
中　

克
美 

議
員

田
中
道
の
駅
き
な
ん
せ
岩

美
を
産
業
振
興
の
拠
点
施
設

と
し
て
、
軌
道
に
乗
せ
る
た

め
に
、
大
事
な
こ
と
は
農
産

物
、
海
産
物
の
生
産
者
、
出

品
者
を
増
や
す
こ
と
だ
。

　

そ
の
方
策
の
一
つ
と
し

て
、
農
産
物
の
直
販
部
門
を

設
け
る
こ
と
を
改
め
て
提
案

し
た
い
。

　

ま
た
、
新
た
な
問
題
提
起

と
し
て
、
Ｊ
Ａ
を
通
し
て
の

出
品
者
も
直
販
部
門
の
出
品

者
も
15
パ
ー
セ
ン
ト
の
う
ち

の
５
パ
ー
セ
ン
ト
分
を
町
が

出
品
者
に
助
成
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

こ
れ
は
、
手
数
料
を
統
一

し
て
い
る
Ｊ
Ａ
い
な
ば
に
も

傷
を
つ
け
ず
、
出
品
者
を
増

や
す
方
法
に
な
る
と
思
う
。

町
長
経
営
主
体
で
あ
る
道

の
駅
に
直
販
部
門
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
を

強
く
申
し
入
れ
た
い
。

　

５
パ
ー
セ
ン
ト
の
問
題
は

町
内
の
直
販
所
な
ど
の
こ
と

も
あ
り
、
手
数
料
の
問
題
は

調
査
、
検
討
を
行
い
、
道
の

駅
に
提
言
し
て
い
き
た
い
。

額
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
試

算
し
て
い
た
の
か
。

町
長
25
年
当
時
で
は
交
渉

の
行
方
が
不
明
で
あ
り
、
町

独
自
の
数
値
は
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
。

田
中
国
が
万
全
の
対
策
を

と
ら
な
い
場
合
に
は
、
農
水

産
業
を
守
る
た
め
に
町
は
対

策
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
町
が
万
全
の
対
策
を

取
る
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え

る
か
。

町
長
１
町
だ
け
で
取
り
組

む
に
は
非
常
に
困
難
だ
。

　

引
き
続
き
、
町
村
会
、
県

と
連
携
し
国
に
要
望
し
て
い

き
た
い
。

　

米
に
つ
い
て
は
、
需
要
調

整
も
行
わ
れ
な
く
な
り
、
国

内
で
産
地
間
競
争
や
価
格
の

格
差
が
起
き
て
く
る
と
懸
念

す
る
中
で
、
町
単
独
で
は
対

向
で
き
な
い
と
思
う
。

道
の
駅
の
出
品
手
数
料
５
パ
ー
セ

ン
ト
分
を
助
成
せ
よ�　

田
中
克
美
議
員

T
P
P
が
本
町
の
農
林
水
産
業
に

及
ぼ
す
影
響
は�

　

田
中
克
美
議
員

手
数
料
に
つ
い
て
調
査
検
討
し
た

い�

　

榎
本
町
長

米
の
産
地
間
競
争
を
心
配
し
て
い

る�

　

榎
本
町
長

田
中
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
農
林
水
産

物
へ
の
影
響
額
が
、
昨
年
の

12
月
24
日
に
公
表
さ
れ
た
。

　

25
年
時
発
表
で
は
２
兆
６

６
０
０
億
円
だ
っ
た
も
の

が
、
わ
ず
か
に
１
３
０
０
億

円
～
２
１
０
０
億
円
と
試
算

さ
れ
、
そ
の
う
ち
農
産
物
は

８
７
８
億
円
～
１
５
１
６
億

円
の
減
少
、
米
の
影
響
額
は

ゼ
ロ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

県
は
国
と
同
じ
手
法
で
試

算
し
、
農
水
産
物
の
減
少
額

は
13
・
２
億
円
～
19
・
２
億

円
と
な
り
、
米
は
国
と
同
様

ゼ
ロ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

町
の
場
合
は
米
の
影
響
額

は
ど
う
か
。

町
長
現
在
示
さ
れ
て
い
る

試
算
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
県

段
階
ま
で
の
も
の
で
、
町
村

段
階
で
の
試
算
が
国
や
県
か

ら
示
さ
れ
て
い
な
い
。

田
中
本
町
の
水
産
物
に
つ

い
て
、
25
年
度
当
時
の
影
響

そ
の
他
の
質
問

　

鳥
取
市
中
心
の
連
携
中
枢

都
市
圏
構
想
に
つ
い
て

田中克美議員

「きなんせ岩美」農産物売場

4いわみ議会だより No.128　　

一

般

質

問



杉
村　

宏 

議
員

杉
村
全
員
協
議
会
（
６
月

７
日
）
で
示
さ
れ
た
28
年
度

の
道
の
駅
の
収
支
見
込
み

は
、
１
０
０
０
万
を
超
え
る

赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

株
主
総
会
（
５
月
21
日
）

で
承
認
さ
れ
た
見
通
し
を
大

き
く
下
回
る
が
、
株
主
の

方
々
も
こ
の
見
込
み
を
承
知

し
て
い
る
か
。

町
長
株
主
総
会
の
際
に
、

も
っ
と
シ
ビ
ア
に
見
直
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
と
申
し
上
げ
た
。

　

事
後
承
諾
と
な
る
こ
と
に

つ
い
て
は
反
省
を
し
て
い

る
。

杉
村
町
の
見
込
み
で
は
、

払
い
戻
し
請
求
に
応
え
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

　

株
主
の
方
々
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
の

か
。

町
長
株
式
は
し
っ
か
り
担

保
す
る
定
款
に
な
っ
て
い

る
。

　

出
資
者
の
方
が
買
い
戻
し

な
ど
を
要
求
さ
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
ま
ず
株
式
会
社
で
相

談
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

町
が
か
か
わ
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
議
会
に
も
当
然
相
談

さ
せ
て
も
ら
う
。

杉
村
地
方
公
共
団
体
の
将

来
負
担
比
率
※
の
算
出
に
、

株
式
会
社
道
の
駅
は
含
ま
れ

る
の
か
。

　

算
出
に
与
え
る
影
響
は
ど

う
か
。

副
町
長
含
ま
れ
る
。

　

将
来
負
担
比
率
※
は
、
基

本
的
に
は
地
方
公
共
団
体
の

借
入
金
だ
。

　

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

大
き
な
影
響
は
な
い
。

道
の
駅
の
株
式
の
払
い
戻
し
請
求

に
応
え
ら
れ
る
か�

　

杉
村
宏
議
員

中
央
公
民
館
の
新
築
以
外
の
選
択
肢
を

示
し
て
意
見
公
募
せ
よ�

　

杉
村
宏
議
員

株
式
を
担
保
す
る
定
款
に
な
っ
て

い
る�

　

榎
本
町
長

新
築
は
担
当
常
任
委
員
会
で
も
理

解
を
い
た
だ
い
て
い
る�　

榎
本
町
長

そ
の
他
の
質
問

　

交
通
の
安
全
に
つ
い
て

　

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
ル
ー
ル

周
知
に
つ
い
て

※
将
来
負
担
比
率
と
は

　

自
治
体
の
借
入
金
（
地
方

債
）
な
ど
、
現
在
抱
え
て
い

る
負
債
の
大
き
さ
を
、
そ
の

自
治
体
の
財
政
規
模
に
対
す

る
割
合
で
表
し
た
も
の
。

　

負
債
に
は
、
自
治
体
が
設

立
し
た
一
定
の
法
人
の
負
債

額
、
そ
の
法
人
の
た
め
に
行

う
一
定
の
負
担
額
も
含
ま
れ

る
。

杉
村
中
央
公
民
館
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
建
物

の
概
算
事
業
費
12
億
円
だ
け

で
な
く
、
総
事
業
費
を
示
し

て
行
う
べ
き
だ
。

教
育
長
建
設
基
本
構
想
、

基
本
計
画
な
ど
に
つ
い
て

は
、
場
所
の
確
定
も
ま
だ

だ
。

　

そ
れ
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
と
し
て
、
一
応
範
囲
を

示
し
て
い
る
が
、
確
定
し
て

な
い
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実

施
後
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
業
者
か
ら
の
提
案
内
容
も

含
め
て
、
建
設
位
置
を
確
定

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
現
在
で
は

総
事
業
費
は
示
せ
な
い
。

杉
村
新
築
が
決
ま
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

　

耐
震
改
修
な
ど
、
他
の
選

択
肢
の
コ
ス
ト
を
示
し
て
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
臨
む

べ
き
だ
。

町
長
新
築
を
前
提
に
し
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
、
杉
村
議
員
が
所
属
す

る
常
任
委
員
会
で
理
解
を
い

た
だ
い
た
。

　

新
築
の
是
非
を
問
う
の

は
、
振
り
出
し
に
戻
す
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

杉村宏議員

築42年の中央公民館
31年秋改築予定
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芝
岡　

み
ど
り 

議
員

芝
岡
４
月
１
日
か
ら
障
害

者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ

た
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
、
と
も
に
暮
ら
せ
る
社

会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
安
心

の
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。

　

こ
の
法
律
を
ど
う
考
え
る

か
。

町
長
弱
者
と
い
わ
れ
る
方

全
体
を
捉
え
、
心
理
面
に
お

け
る
差
別
を
も
っ
と
力
強
く

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

法
施
行
と
と
も
に
、
町
の

職
員
対
応
要
領
を
策
定
し
、

職
員
の
研
修
に
も
取
り
掛
か

っ
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
広
報
媒
体
を

通
じ
て
、
住
民
の
皆
様
に
法

の
趣
旨
の
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。

芝
岡
町
外
か
ら
の
観
光
客

が
安
心
し
て
訪
れ
る
こ
と
の

で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、

こ
の
法
律
を
活
か
す
べ
き

だ
。

町
長
町
の
観
光
施
設
で

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
整
備

を
既
に
行
っ
て
い
る
。

　

公
衆
便
所
で
は
多
目
的
ト

イ
レ
の
設
置
、
洋
式
便
座
化

を
進
め
て
い
る
。

　

障
が
い
者
、
介
助
者
に
、

自
ら
情
報
発
信
を
し
て
ほ
し

い
と
お
願
い
し
な
が
ら
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
改
良
を
進
め

て
い
き
た
い
。

総
務
課
長
要
援
護
者
台
帳

は
、
関
係
団
体
と
の
情
報
共

有
が
で
き
た
の
は
、
２
６
１

人
だ
。

　

自
主
防
災
組
織
は
７
団

体
、
２７
年
度
に
は
１
団
体
が

設
立
、
本
年
度
は
２
団
体
が

設
立
予
定
だ
。

芝
岡
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
策
定
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長
町
に
は
５
つ
の

指
定
避
難
場
所
が
あ
り
、
そ

の
避
難
所
に
あ
っ
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
、
早
急
に
作
成
し
て

い
き
た
い
。

芝
岡
避
難
所
運
営
の
訓
練

が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長
避
難
所
の
対
応
も
含

め
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
現

場
を
体
験
し
た
職
員
と
、
各

自
治
会
長
と
協
議
調
整
を
行

い
た
い
。

障
害
者
差
別
解
消
法
を
ど
う
考
え

る
か�

　

芝
岡
み
ど
り
議
員

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

を
急
げ�

　

芝
岡
み
ど
り
議
員

心
理
面
の
差
別
解
消
に
取
り
組
む

�

　

榎
本
町
長

早
急
に
策
定
し
た
い

�

　

長
戸
総
務
課
長

芝
岡
４
月
１４
日
に
熊
本
地

震
が
発
生
し
、
防
災
拠
点
を

含
む
、
多
く
の
建
物
に
被
害

を
も
た
ら
し
た
。

　

要
援
護
者
名
簿
、
個
別
支

援
計
画
、
自
主
防
災
組
織
の

設
立
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

芝
岡
災
害
時
の
高
齢
者
や

障
が
い
者
、
妊
産
婦
な
ど
の

方
々
を
受
け
い
れ
る
、
福
祉

避
難
所
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
特
別
な
配
慮
が

要
る
方
に
対
し
て
、
避
難
場

所
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
町

内
の
福
祉
施
設
と
協
定
を
締

結
し
て
、
福
祉
避
難
所
の
指

定
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

芝
岡
福
祉
避
難
所
の
機
能

が
十
分
に
発
揮
で
き
る
、
人

材
面
な
ど
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

町
長
介
護
に
か
か
わ
っ
て

い
る
方
や
、
退
職
し
た
方
々

の
名
簿
な
ど
の
手
当
て
も
今

後
、
進
め
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
要
請
す

る
場
合
に
は
、
資
格
を
持
っ

て
い
る
方
が
、
む
ら
な
く
被

災
し
た
自
治
体
に
来
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
県
が
広
域
的

に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
以
外

な
い
と
思
う
。

芝岡みどり議員

障がいのある方に対応する職員
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あ
り
の
ま
ま
に
、わ
か
り
や
す
く
、

住
民
と
と
も
に

～
『
い
わ
み
議
会
だ
よ
り
』
の
充
実
を
め
ざ
し
て
～

　
住
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
と
町
政
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
議
会
活
動
の
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
そ
の
媒
体
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
も
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
何
度

も
読
み
返
せ
る
紙
媒
体
の
『
い
わ
み
議
会
だ
よ
り
』
は
依
然
と
し
て
重
要
で
す
。

　
岩
美
町
議
会
は
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
や
鳥
取
県
町
村
議
会
議
長
会
が
行
う
広
報
研
修
会

で
、
実
際
の
広
報
誌
で
審
査
を
受
け
、
そ
の
講
評
を
基
に
、
よ
り
充
実
し
た
紙
面
に
な
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

　
第
１
２
２
号
（
２７
年
１
月
３０
日
発
行
）
の
講
評
を
紹
介
し
ま
す
。

【
表
紙
】

○�　

再
会
の
喜
び
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い

る
。

○�　

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
、
表
情
も
よ
く
笑
顔
の

瞬
間
を
と
ら
え
た
秀
作
。

○�　

天
地
の
空
白
が
余
分
な
印
象
。

【
主
な
議
案
の
概
要
】

○�　

住
民
の
目
を
惹
く
見
出
し
と
共
に
、
リ

ー
ド
（
記
事
の
概
要
文
）
・
項
目
表
示
が

施
さ
れ
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
伝
え
て
い
る
。

【
一
般
質
問
】

○�　

見
出
し
、
カ
ッ
ト
が
分
か
り
や
す
く
、

質
疑
の
内
容
、
中
ば
さ
み
の
写
真
も
い

い
。

○�　

全
体
的
に
と
て
も
読
み
や
す
い
。

【
行
政
調
査
】

○�　

町
政
に
ど
う
反
映
さ
せ
る
べ
き
か
、
何

が
参
考
に
な
る
か
の
考
察
、
提
言
ま
で
言

及
し
て
あ
り
、
ま
じ
め
さ
が
伝
わ
る
。

○�　

ま
と
め
方
や
結
論
は
、
委
員
会
に
よ
っ

て
不
統
一
な
点
が
気
に
な
る
。

【
全
体
的
な
講
評
】

○�　

定
例
会
の
概
要
、
一
般
質
問
、
常
任
委

員
会
行
政
調
査
を
中
心
に
、
請
願
・
陳
情

の
結
果
な
ど
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
ま
と
め

　
「
あ
り
の
ま
ま
に
」
、
「
分
か
り
や
す

く
」
、
「
住
民
と
と
も
に
」
の
編
集
３
原
則

で
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
①
編
集
の
基
本
姿
勢
（
公
開
度
・
記
事
の

選
択
と
企
画
・
住
民
参
加
）
、
②
簡
潔
で
平

易
な
記
事
と
力
の
あ
る
見
出
し
、
正
確
な
用

語
・
表
記
、
③
紙
面
レ
イ
ア
ウ
ト
・
写
真
な

ど
の
技
術
―
―
の
３
本
柱
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ら
れ
て
い
る
。

○�　

見
出
し
が
し
っ
か
り
建
て
ら
れ
て
い
る

ペ
ー
ジ
が
多
く
、
写
真
を
比
較
的
大
き
く

扱
い
、
ホ
ワ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ
る

レ
イ
ア
ウ
ト
で
、
訴
求
力
が
あ
る
。

○�　

議
会
傍
聴
や
議
事
録
閲
覧
、
番
組
視
聴

な
ど
を
、
読
者
に
呼
び
か
け
る
記
事
が
ほ

し
い
。

議会だより編集中（28年7月12日）

いわみ議会だより No.1287



議会だより調査特別委員会委員

議　

長　

船
木　

祥
一

委
員
長　

田
中　

克
美

副
委
員
長　

芝
岡
み
ど
り

委　

員　

柳　
　

正
敏

委　

員　

日
出
嶋
香
代
子

委　

員　

田
中　

伸
吾

委　

員　

川
口　

耕
司

委　

員　

宮
本　

純
一

委　

員　

杉
村　
　

宏

委　

員　

寺
垣　

智
章

　

今
号
は
、
開
業

１
周
年
の
「
き
な

ん
せ
岩
美
」
で
飾

ろ
う
と
、
撮
っ
た

写
真
２
５
０
枚

余
。

　

Ｃ
Ｆ
カ
ー
ド
の

パ
ソ
コ
ン
処
理
に
着
手
す

る
と
、
写
真
が
す
べ
て
消

え
て
い
る
。
焦
り
ま
し

た
。

　

命
綱
は
、
ネ
ッ
ト
で
知

っ
た
画
像
復
元
ソ
フ
ト
。

復
元
ソ
フ
ト
を
ネ
ッ
ト
で

購
入
。

　

驚
き
ま
し
た
。
Ｃ
Ｆ
カ

ー
ド
の
１
年
分
の
写
真
が

復
元
さ
れ
た
の
で
す
。

　

Ｉ
Ｔ
の
あ
や
う
さ
と
技

術
の
凄
さ
を
、
あ
ら
た
め

て
実
感
し
ま
し
た
。

　

発
刊
の
裏
に
冷
や
汗
あ

り
の
一
幕
で
し
た
。

田
中
克
美

40
代
女
性
（
朝
来
市
）

Q　
何
を
買
わ
れ
ま
し
た
か
。

A　
今
日
は
魚
で
す
。

夫
婦
づ
れ
の
初
老
の
男
性（
伊
丹
市
）

Q　
何
を
買
わ
れ
た
ん
で
す
か
。

A�　
イ
ワ
ガ
キ
と
冷
凍
の
魚
を
買
い

ま
し
た
。

Q　
よ
く
来
ら
れ
ま
す
か
。

A�　
今
回
初
め
て
で
す
。
岩
井
温
泉

に
以
前
か
ら
来
た
く
て
。
ネ
ッ
ト

で
チ
ェ
ッ
ク
し
た
ら
イ
ワ
ガ
キ
が

あ
る
と
い
う
ん
で
、
温
泉
の
帰
り

に
足
を
運
ん
だ
ん
で
す
。
ス
ー
パ

ー
で
買
え
る
も
の
は
道
の
駅
で
買

う
気
は
し
な
い
の
で
、
地
物
を
買

う
こ
と
に
し
て
る
ん
で
す
。

一
周
年
を
迎
え
た
道
の
駅
「
き
な
ん
せ
岩
美
」

買
い
物
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

50
歳
代
女
性
（
町
内
）

Q　
何
を
買
わ
れ
ま
し
た
か
。

A　
魚
で
す
。

Q　
よ
く
来
ら
れ
ま
す
か
。

A�　
休
み
の
日
は
、
魚
を
買
い
に
。

安
い
で
す
。
新
鮮
で
お
い
し
い
。

Q　
何
か
要
望
が
あ
り
ま
す
か
。

A�　
い
や
い
や
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

30
代
女
性
（
町
内
）

Q　
よ
く
利
用
さ
れ
ま
す
か
。

A　
よ
く
利
用
し
ま
す
。

Q　
何
を
買
わ
れ
ま
す
か
。

年
配
の
ご
夫
婦
（
鳥
取
市
）

Q　
何
を
買
わ
れ
ま
し
た
か
。

A　
野
菜
と
魚
で
す
。

Q　
よ
く
来
ら
れ
ま
す
か
。

A�　
え
え
。
た
き
さ
ん
温
泉
に
来
て
、

こ
こ
に
寄
っ
て
帰
る
ん
で
す
。

Q　
要
望
あ
り
ま
す
か
。

A�　
う
ー
ん
。
な
い
で
す
。
よ
か
っ

た
で
す
。

幼
児
連
れ
の
外
国
の
女
性（
町
内
）

Q　
よ
く
来
ら
れ
ま
す
か
。

A�　
は
い
。
よ
く
来
ま
す
。
野
菜
も

魚
も
新
鮮
な
も
の
を
安
く
買
え
る

し
、
こ
こ
が
あ
っ
て
す
ご
く
便
利

で
す
。

年
配
の
ご
夫
婦
（
大
阪
）

Q　
よ
く
来
ら
れ
る
ん
で
す
か
。

A�　
大
阪
な
ん
で
す
け
ど
、
今
日
は

浜
坂
に
泊
ま
っ
て
、
こ
ち
ら
に
来

た
と
き
は
、
こ
こ
に
寄
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

Q　
値
段
な
ど
ど
う
で
す
か
。

A�　
お
魚
は
新
鮮
で
す
し
、
冷
凍
が

多
い
ん
で
す
け
れ
ど
、
安
い
で
す

ね
。
地
の
物
で
、
安
い
か
ら
、
こ

っ
ち
に
来
た
と
き
寄
っ
て
帰
る
ん

で
す
。

A�　
野
菜
が
中
心
で
す
。
安
く
て
お

い
し
い
か
ら
。
豆
腐
が
す
き
で
、

よ
く
買
い
ま
す
。

Q　
何
か
要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

A　
特
に
な
い
で
す
。

Q　
よ
く
利
用
さ
れ
ま
す
か
。

A�　
鳥
取
に
来
る
と
き
は
、
必
ず
こ

こ
に
寄
り
ま
す
。

Q　
値
段
は
ど
う
で
す
か
。

A�　
安
い
で
す
ね
。（
朝
来
市
に
は
）

お
魚
を
売
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
な

い
の
で
。

Q　
要
望
が
あ
り
ま
す
か
。

A�　
お
刺
身
と
か
す
ぐ
に
食
べ
れ
る

も
の
が
あ
る
と
う
れ
し
い
か
な
。

編 集 後 記

インタビュー

ON

OFF

ON

OFF
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